















































































































































































































































































































































































































































































































































号 → 1／2号の細分 イ◆・・… 2／3
附則開始 附◆則 3
表2法律構成要素と配字
34
条名、項番号等を抜き出して別要素にしたり属
性を得たりするなど、より詳細な要素や属性を
得る必要があるため、先頭数文字にわたってパ
タニン照合を行う必要がある。その場合も、条
名等の抜き出しに関して言えば、これらに続く
全角空白文字が手がかりとして切り出すことが
できることがわかる。
1行目配字 法令構成要素職別
0 条，項
u第」→条
Z用数字→項　　　　　　　’
1 見出し，号、目次中の項目
u（」→見出し
ｿ数字→号
2 編名，号の細分
u第」→編名
Jナ文字→号の細分
3 章名，附則開始、題名
表3字下げ別法令構成要素
　やや複雑なのは一部改正法律場合である。一
部改正法律の配字は改正対象が複数にわたり複
数条からなるかどうかによって異なる。また、
簡単な法律改正では附則中の項によって改正が
行われる場合もある。改正女橡が一つの場合は、
改正対象指示文もここの改正指示文も1字下げ
てはじめる。改正指示において条の置き換え等
で、改正文橡にそのまま挿入・置換すべき引用
部分，（「引用部」）があらわれるが、この部分の
配字は改正文橡となるHtlt法律の配字がそのま
ま用いられる。たとえば、新たに挿入する条は
配字数0となる。改正法律が条を構成する場合
や項を構成する場合は、それぞれ1字分ずつ字
下げ数が増える。改正指示文とその他の引用部
中の要素とは、字下げ数1または2の要素との
区別をつけなければならないことになるが。改
正指示文では、文頭の条名・号番号に続けて全
角空白が現れることがないといった点で、他の
要素と区別可能である。典型的な例として、い
くつかの異なる要素が条名から始まる例を次に
示す。字下げ数をみれば、一部改正法律を構成
する条なのか、改正指示文なのか、改正指示に
より置き換えられる改正後の条なのか区別こと
が明らか。
第二条□○○に関する法律の一部を次のように改正す
る。
口口第三条の次に次の一条を加える。
口第三条のこ□・・・…
第三条口●●に関する法律の一部を次のように改正す
る。
5．今後の課題
　本データベースで、実験対象としているのは
「国会議員の歳費、旅費及び手当てに関する法
律」である。昭和22年から平成10年までに
50回に及ぶ改正が行われてきたが、この範囲で・
は、官報の配字規則にのっとったテキストから
XMI，形式のデータを得、不完全ながら改正処
理を自動化することまでは可能となっている。
　しかし、一部改正法律はまだ十分とは言えず、
今後、搭載する法令を拡大してゆくなかで、文
法も整備してゆかねばならない。
　また、改正情報を要素の多重化によって保持
するためには、各要素について効力発生消滅に
関する日付情報を付加しなければならないが、
附則中に現れる施行期日等の設定は手作業に頼
っている。今後はパターンを整理し、少なくと
も明確な期日が示されているものについては、
ある程度自動的に取得・属性付与ができるよう
にしてゆく計画である。
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